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①大学生によるまちの活性化プロジェクト

市
民
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づ
く
り
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援
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業

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
の
団
体
が
自
主
的
に
企
画
・

実
施
し
、
公
共
の
利
益
に
つ
な
が
る
事
業

に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
高
梁
市
市
民

提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」。
応
募

の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
書
類
審
査
と

高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
審
査
検
討
委
員

会
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
下
の
４
事
業
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
は
、
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
を
通
し
て
、
市
民
活
動
の
さ
ら
な
る

活
発
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

で
行
わ
れ
る
活
動
が
個
人
や
団
体
に
新
し

い
き
っ
か
け
を
与
え
、
多
く
の
市
民
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域
課

題
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
・
主

体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協

働
し
、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
高
梁
」
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

　大学生に高梁市を知る機会をつくり、世代を超えた新たな交流
の場を生み出す。高梁市の知識を付けると同時に地域とのつなが
りを深める。

　誰もが安心して生活し続けるために、障がいの有無にかかわら
ず、幼児期だけでなく成人期になってからも本人を中心とした支
援体制を整える。

（Ｋ
キ ビ
ＩＢプロジェクト）

（特定非営利活動法人 c
カ ラ ー
olor）

②�「だれもが住みやすい高梁に！」地域支
援向上のための事業

（高梁 100 Challenge）
　市内の学生に対して、講演会やワークショップなどの機会を提
供し、地域課題解決と組織横断するプロジェクト経験を積むこと
で、高梁市の将来を担う若い世代の育成を図る。

④�高梁 1
ハンド
00 C

レッドチャレンジ
hallenge C

クリエーション
reation 2023

　�学生主体の地域活性プロジェクト創出
ワークショップ＆伴走プログラム

　郷土の偉人を地域内外へ広く顕彰することにより、郷土の誇り
を喚起し、地域づくりの気運を高め、市民ニーズ（中学生含む）の
企画・実施、地域リーダーとしての人材育成へとつなげる。

（津川地域まちづくり推進委員会）

③�津川地域未来創造事業
～津川の未来へカムカムエヴリバディⅢ～
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
発
生
か

ら
５
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
災
害
へ
の
備
え
に
役
立
つ
よ
う
、

当
時
の
写
真
な
ど
を
展
示
す
る
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。　

期
間
・
時
間　
７
月
３
日（
月
）～
30
日

（
日
）・
午
前
９
時
～
午
後
９
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館
３
階

Ａ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
た
浸
水
疑
似

体
験（
関
連
イ
ベ
ン
ト
）

日
時　
７
月
９
日（
日
）・
30
日（
日
）午

後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室
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復
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進
課
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‐
０
２
４
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ダ
ム
放
流
に
よ
る
増
水
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　
６
月
に
入
り
、
雨
が
多
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
川
で
の
作
業
・
釣
り
・
子

ど
も
の
水
遊
び
な
ど
に
は
十
分
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

　
中
国
電
力
新
成
羽
川
ダ
ム
で
は
、
大

雨
時
の
ダ
ム
放
流
に
加
え
、
下
流
域
の

水
害
を
抑
え
る
た
め
に
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
日
の
２
日
前
か
ら
予
め
ダ
ム
湖
の

水
位
を
下
げ
て
お
く
こ
と
で
、
ダ
ム
の

貯
水
量
を
確
保
す
る
「
事
前
放
流
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
放
流
を
知
ら

せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、

川
の
水
が
増
え
る
た
め
、
直
ち
に
川
か

ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
中
国
電
力
☎
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‐
４
５
３
３

防
災
ラ
ジ
オ
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う

　
防
災
ラ
ジ
オ
の
電
池
の
液
漏
れ
が
原

因
と
思
わ
れ
る
故
障
が
増
え
て
い
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
の
電
池
を
1
年
に
1

度
交
換
す
る
な
ど
の
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。
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災
復
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進
課
☎
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‐
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大規模水害対策訓練
６月11日　市内各地

　市内各地で「大規模水害対策訓練」が行われました。

豪雨による災害を想定し災害対策本部が設置され、

各所に避難所を開設しました。令和４年度の訓練を

踏まえ、情報共有・伝達の更なる強化（タブレットの

活用）、市民参加の避難所運営訓練など、関係機関や

各所属間の連携に重点を置いた訓練となりました。

高梁市の市外局番は「0866」です 6Ｒ5 (2023) ６月7 Ｒ5 (2023) ６月
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え
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え
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と
雷雷
か
み
な
り

か
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な
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ぐ
わ
ん
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ぐ
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ん
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響響ひ
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い
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い
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成
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さ
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成
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